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8
月
2
日
（金)

広
島
県
府
中
市
に
お

い
て
『全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
研
究

大
会
ｉ
ｎ
び
ん
ご
府
中
』が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
南
三
陸
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
設
置
の
入
谷
小
学

校
と
設
置
準
備
校
の
伊
里
前
小
学
校
よ

り
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
大
会
は
、

(

午
前
の)

４
つ
の
分
科
会
か
ら
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
の
実
践
発
表
と
課
題
に
つ
い
て

聞
く
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
開
会
行
事
、

基
調
提
案
と
有
識
者
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
閉
会
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
か
ら
法
制
化

さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
全
国

で
７
０
０
０
校
を
越
え
ま
し
た
。
大
会
開

催
県
の
広
島
県
で
は
、
県
立
校
の
全
部

で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
三
陸
町
で

も
順
次
設
置
が
進
む
予
定
で
す
。
子
供

た
ち
の
教
育
が
学
校
と
地
域
の
連
携
・協

働
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
学
校
が
示
す

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
家
庭
、
地
域
と
共
有
し

な
が
ら
「開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
進
め
、

「ソ
サ
エ
テ
ィ
５
．
０
時
代
」
を
迎
え
る
未

来
に
対
応
で
き
る
人
づ
く
り
を
行
って
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 第３分科会の３つの
発表の中に，府中市
立府中明郷学園の取
組について発表が行
われました。この学園は，
地域の少子化により小
学校と中学校が統合
され，小中一貫校とな
りました。この学園のＣＳ
の特徴は，７年生と８
年生に模擬会社を立
ち上げさせたり，商品
開発をさせたりする教
育活動です。この学園
の地域学校協働本部
会長は地元の中小企
業の経営者です。この
方は「地元で働く人を
育てたい」という思いで
ＣＳ教育活動に中心と
なって活躍していました。
子供たちだけでなく，大
人にも地元の企業を
知ってほしいという思い
から『地域の中に学校
を 学校の中に地域
を』というスローガンが
印象に残りました。 

府中市ＣＳ協議
会会長 
立石克明 氏 

開会行事 
挨拶 文部科学省 芦立 訓 氏 

アトラクション 和太鼓の演奏 

第３分科会 
ＣＳで創る社会に開かれた教育課程 

シンポジウム【総括】 
 文部科学省 貝ノ瀬 滋 氏 

全国で7,000校を越える 

「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
．
０
」
を
迎
え
て 

 「Society5.0」とは，1.0は「狩猟社会」，2.0は「農耕社会」，3.0は「工業
社会」，4.0は「情報社会」です。 
 「Society5.0」とは、日本政府による科学技術政策の基本指針のひと
つで，科学技術基本法に基づき，2016年から5年ごとに改定されてい
る「第５期科学技術基本計画」で登場したキャッチフレーズです。内閣
府によると「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を
高度に融合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の解決を
両立する，人間中心の社会（Society）」と定義されています。 
 

「Society5.0」は人類史上５番目の新しい社会 

キーワードは 

「IoT（Internet of Things）」 

「人工知能（AI）」 

ソサエティ5.0「すぐそこの未来」篇
（WEB動画）<字幕版> 

シンポジジウム【総括】 
文部科学省 貝ノ瀬 滋 氏 

学校のリーダーが地域の方に方針を話し，教育を進めてい
かなければならない。地域と連携を進めていく。 
縦軸だけでなく，他の小学校や地域と連携して横軸を広げ
ていくこととする。地域学校協働活動とコミュニティ・スクール
はパッケージである。 
「一人一人が豊かで暮らす社会」は，学校だけに任せず地
域と協働していかなければならない。 

 「社会に開かれた教育課程」を実現し，コ
ミュニティ・スクールを進めるためには下記のこ
とが大切であるとの話をいただきました。 


